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全
日
私
幼
連
の
「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
運
動
は
、
具
体
活
動
と

し
て
は
緒
に
つ
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
確

実
に
歩
み
は
じ
め
少
し
ず
つ
方
向
性
を
共

有
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

運
動
や
願
い
は
、
全
国
各
地
、
大
小
各
様

に
そ
れ
ぞ
れ
が
出
来
る
こ
と
を
活
動
と
し

て
行
な
い
、
そ
の
趣
旨
が
社
会
全
体
の
元

気
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
原
動
力
に
な
れ
ば

と
善
意
の
自
主
活
動
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
私
ど
も
は
も
っ
と
大
き
い
力
、

国
政
を
基
盤
に
し
た
政
策
の
立
案
審
議
と

施
行
に
よ
る
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
快
適

で
質
の
高
い
生
活
環
境
の
充
実
を
政
治
に

求
め
て
お
り
ま
す
。

例
え
ば
、
幼
保
一
体
化
の
問
題
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
昨
年
春
か
ら
子
ど
も
・
子
育

て
新
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議
に
お
い
て
各
界

代
表
の
提
案
・
意
見
主
張
を
ワ
ー
キ
ン
グ

を
通
し
鋭
意
進
め
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

幼
保
一
体
化
・
こ
ど
も
園
（仮称）

構
想
に
望
む

坂
本　

洋

現
状
で
は
素
案
検
討
過
程
が
混
迷
し
て
お

り
全
体
像
が
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

内
閣
府
は
、
時
折
唐
突
に
（
昨
年
11
月

1
日
イ
メ
ー
ジ
案
、
本
年
１
月
24
日
付
け

素
案
、
と
思
う
と
1
月
28
日
報
道
は
２
０

１
３
年
か
ら
応
諾
義
務
の
一
体
給
付
で
私

学
助
成
は
廃
止
等
々
）
発
表
さ
れ
、
印
象

と
し
て
、
ワ
ー
キ
ン
グ
で
の
各
界
の
代
表

主
張
は
素
案
作
成
段
階
で
丁
寧
に
取
り
入

れ
ら
れ
な
い
形
で
、
保
育
所
制
度
改
革
あ

り
き
の
待
機
児
童
解
消
と
女
性
の
社
会
雇

用
促
進
、
保
育
に
欠
け
る
要
件
撤
廃
と
自

由
選
択
契
約
制
に
突
出
し
た
原
案
に
ま
と

め
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
国
会
審
議
上
程
す

る
の
で
は
と
疑
う
ほ
ど
の
状
況
で
す
。
当

初
か
ら
の
検
討
課
題
と
し
て
、
す
べ
て
の

子
ど
も
へ
の
質
の
高
い
幼
児
教
育
・
保
育

を
保
障
し
、
子
ど
も
を
大
切
に
す
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
関
係
者
と
の
十
分
な

意
見
調
整
を
図
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
た

視
点

は
ず
で
す
。

さ
て
、
近
年
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
先
進
主
要
国

は
、
幼
児
教
育
重
視
を
人
材
育
成
の
中
心

と
し
て
国
家
戦
略
に
位
置
付
け
着
々
推
進

し
て
お
り
、
そ
れ
が
少
子
化
対
策
に
も
功

を
奏
し
出
生
数
も
向
上
し
て
い
る
と
い
わ

れ
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
、幼
保
一
体
化
・

仮
称
「
こ
ど
も
園
」
構
想
の
幼
児
教
育
部

分
の
基
本
的
制
度
設
計
は
、
極
め
て
重
要

な
課
題
と
認
識
さ
れ
ま
す
。

幼
児
教
育
の
重
要
性
は
、
平
成
17
年
中

教
審
包
括
答
申
を
受
け
、
戦
後
60
年
ぶ
り

の
教
育
基
本
法
改
正
と
な
り
、
初
め
て
幼

児
期
の
教
育
に
言
及
（
第
11
条
）、
そ
の

教
育
の
第
一
義
的
責
任
は
家
庭
で
あ
る
こ

と
（
第
10
条
）
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
続

く
学
校
教
育
法
改
正
、
幼
稚
園
教
育
要
領

の
改
訂
実
施
で
、
子
ど
も
が
初
め
て
出
会

う
学
校
の
幼
児
教
育
の
位
置
づ
け
が
明
確

と
な
り
、
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基

礎
を
培
う
幼
稚
園
で
の
教
育
が
い
か
に
大

切
で
あ
る
か
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
土
台
と
な
り
根

源
的
な
国
家
百
年
の
大
計
で
あ
る
人
材
育

成
の
幼
児
教
育
が
、「
こ
ど
も
園
」（
仮
称
）

構
想
の
理
念
、
機
能
と
し
て
し
っ
か
り
位

置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の

で
す
。

今
後
、
こ
ど
も
園
（
仮
称
）
制
度
設
計

が
具
体
化
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
1
月
24

日
の
素
案
だ
と
基
礎
自
治
体
行
政
担
当
が

ど
の
部
署
に
な
る
か
も
大
き
な
課
題
で
、

担
当
者
の
幼
児
教
育
に
対
す
る
見
識
と
専

門
性
、
指
導
組
織
体
制
等
し
っ
か
り
し
て

も
ら
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
需
要
調
整
、
待
機
児
童
解
消
の
み

な
ら
ず
、
根
底
的
な
郷
土
の
人
材
育
成
、

望
ま
し
い
幼
児
の
育
ち
が
学
校
教
育
体
系

に
ど
う
接
続
し
位
置
づ
け
る
か
を
含
む
、

こ
ど
も
園
（
仮
称
）
の
振
興
充
実
で
あ
る

か
ら
で
す
。
拙
速
に
過
ぎ
る
待
機
児
童
解

消
と
か
当
面
課
題
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
改
善

だ
け
に
目
を
奪
わ
れ
る
対
症
療
法
で
は
い

け
な
い
と
考
え
ま
す
。

（
全
日
私
幼
連
広
報
委
員
長
、
盛
岡
市
・

盛
岡
幼
稚
園
）
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全
日
私
幼
連
の
会
議

全
日
私
幼
連
の
会
議

全
日
私
幼
連
の
会
議

●
2
・ 
25
常
任
理
事
会

　

２
月
25
日
、
東
京
・
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市

ヶ
谷
に
お
い
て
全
日
私
幼
連
の
常
任
理
事

会
が
開
催
さ
れ
、25
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

議
長
に
村
山
十
五
副
会
長
、
議
事
録
署
名

人
に
は
前
田
邦
光
常
任
理
事
、
上
田
雅
裕

常
任
理
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
審
議
案
件
１
：
平
成
22
年
度
補
正
予
算

案
の
件
／
平
成
22
年
度
補
正
予
算
案
に
つ

い
て
、
中
浦
総
務
委
員
長
か
ら
資
料
を
も

と
に
説
明
・
提
案
が
あ
り
、
原
案
を
議
決

し
ま
し
た
。

■
審
議
案
件
２
：
平
成
23
年
度
事
業
計
画

案
の
件
／
平
成
23
年
度
事
業
計
画
案
に
つ

い
て
、
各
委
員
会
委
員
長
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
座
長
よ
り
説
明
が
あ
り
、
一
部
修
正
の

う
え
議
決
し
ま
し
た
。

■
審
議
案
件
３
：
平
成
23
年
度
収
支
予
算

案
の
件
／
平
成
23
年
度
収
支
予
算
案
に
つ

い
て
、
中
浦
総
務
委
員
長
か
ら
資
料
を
も

と
に
提
案
が
あ
り
、
原
案
を
議
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、
付
帯
案
件
と
し
て
、
全
日
私

幼
連
「
災
害
対
策
基
金
の
設
置
及
び
管
理

運
営
に
関
す
る
要
綱
（
改
正
案
）」
に
つ

い
て
審
議
を
行
な
い
、
原
案
を
議
決
し
ま

し
た
。

■
協
議
案
件
１
：「
子
ど
も
・
子
育
て
新

シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
／
北
條
泰
雅
副
会

長
、
入
谷
幸
二
政
策
委
員
長
、
田
中
雅
道

㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
理
事
長
か
ら
資
料

を
も
と
に
説
明
・
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
入
谷
政
策
委
員
長
か
ら
「
幼
保
一

体
化
を
含
む
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ

平
成
23
年
度
事
業
計
画
案
・
収
支
予
算
案
な
ど

審
議

ム
に
関
す
る
意
見
（
案
）」
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
原
案
を
了
承
し
ま
し
た
。

■
協
議
案
件
２
：
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構

の
公
益
法
人
移
行
に
つ
い
て
／
㈶
全
日
私

幼
研
究
機
構
の
公
益
法
人
移
行
に
つ
い

て
、
田
中
雅
道
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
理

事
長
か
ら
資
料
を
も
と
に
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

■
報
告
案
件
（
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
）

　

安
家
周
一
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
副
理

事
長
、
東
重
満
研
究
研
修
委
員
長
か
ら
、

資
料
を
も
と
に
説
明
・
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

 

（
総
務
委
員
長
・
中
浦
正
音
）

　

２
月
18
日
、
東
京
・
私
学
会
館
に
お

い
て
、
全
日
私
幼
連
の
平
成
22
年
度
・

一
〇
二
条
園
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
全

国
か
ら
87
人
の
先
生
方
が
参
加
し
ま
し

た
。
開
会
式
で
は
尾
上
正
史
副
会
長
が

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
講
演
／
演
題
「
幼
保
一
体
化
に
つ
い

て
」
講
師
：
入
谷
幸
二
・
全
日
本
私
立

幼
稚
園
連
合
会
政
策
委
員
長

▼
意
見
交
換
：
入
谷
政
策
委
員
長
を
交

え
て
、
政
府
の
進
め
る
幼
保
一
体
化
に

つ
い
て
意
見
交
換

▼
情
報
交
換
：
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
今
後
の
一
〇
二
条
園
に
お
け

る
課
題
等
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
な
い
ま
し
た
。

一
〇
二
条
園
研
修
会
開
催
さ
れ
る

2・18
東京
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★
こ
ど
も
指
針
（
仮
称
）
ワ
ー
キ
ン
グ
チ

ー
ム
第
4
回
会
合

　

２
月
16
日
、
東
京
・
霞
ヶ
関
の
中
央
合

同
庁
舎
で
、「
こ
ど
も
指
針
（
仮
称
）
ワ

ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
」
の
第
４
回
会
合
が
開

催
さ
れ
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
の
田
中
雅

道
理
事
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
「
教
育
時
間
・
保
育
時
間
」

三
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
で
検
討
続
く

ニ
ュ
ー
ス
の
ひ
ろ
ば

●
政
府　

子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議

に
つ
い
て
、
保
育
日
数
も
含
め
、
現
行
の

幼
稚
園
教
育
要
領
、
保
育
所
保
育
指
針
の

考
え
方
が
踏
襲
さ
れ
る
方
向
で
話
し
合
わ

れ
、
子
ど
も
の
立
場
に
た
っ
た
視
点
を
大

切
に
し
て
ほ
し
い
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
ど
も
指
針
（
仮
称
）
に
具

体
的
な
教
育
時
間
、
保
育
時
間
、
保
育
日

数
を
記
載
す
る
の
か
。
ま
た
は
、
理
念
の

み
を
記
載
し
、具
体
的
な
数
値
（
時
間
等
）

は
政
令
や
通
達
で
示
す
の
か
等
に
つ
い
て

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
発
達
（
発
達
の
特
性
、
発
達

過
程
）
に
つ
い
て
は
、
細
か
く
定
義
す
る

よ
り
も
大
綱
化
し
、
基
準
（
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
）
を
示
し
て
は
と
の
意
見
が
あ
り
、
発

達
の
連
続
性
、
教
育
・
保
育
環
境
の
大
切

さ
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
と
保
育
、
養
護
の
定
義
に
関

す
る
話
し
合
い
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

★
基
本
制
度
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
第
10
回

会
合

Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｐ
日
本
委
員
会
は
、

１
９
９
５
年
に
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｐ
世
界
大
会
を

横
浜
で
開
催
し
て
以
来
と
な
る
国
際
大

会
を
開
き
ま
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｐ
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
15
カ
国
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
保
育
実
践
を
持
ち
寄
り
、
ア
ジ
ア
地

域
の
歴
史
、
文
化
、
自
然
環
境
の
特
性

ー
（
東
京
）
▼
テ
ー
マ
：「
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
に
お
け
る
乳
幼
児
の
持
続

発
展
教
育
（ESD

）」"Prom
oting 

E
SD
 (E
ducation for Sustainable 

D
evelopm

ent) for Y
oung Children 

in A
sia Pacifi c Region"

　

参
加
登
録
等
の
詳
細
は
、
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｐ

日
本
委
員
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

http://w
w
w
.gakkai.ac/om

epjpn/
conference/ 

を
活
か
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
構
築

の
主
役
と
な
る
子
ど
も
た
ち
を
ど
の
よ
う

に
育
て
て
い
く
の
か
、
持
続
発
展
教
育
の

観
点
か
ら
保
育
・
幼
児
教
育
を
語
り
合
う

予
定
で
す
。

▼
日
程
：
平
成
23
年
８
月
22
日
（
月
）

〜
24
日
（
水
）
▼
場
所
：
国
立
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ

★
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｐ
日
本
委
員
会
40
周
年
記
念

Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｐ 

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

８月 22～ 24 日

　

２
月
21
日
、
東
京
・
霞
ヶ
関
の
中
央
合

同
庁
舎
で
、「
基
本
制
度
ワ
ー
キ
ン
グ
チ

ー
ム
」
の
第
10
回
会
合
が
開
催
さ
れ
全
日

私
幼
連
か
ら
は
北
條
泰
雅
副
会
長
が
出
席

し
ま
し
た
。
会
議
で
は
①
放
課
後
児
童
給

付
（
仮
称
）
に
つ
い
て
②
一
時
預
か
り
等

に
つ
い
て
議
論
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

★
幼
保
一
体
化
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
第
７

回
会
合

　

２
月
24
日
、
東
京
・
霞
ヶ
関
の
中
央
合

同
庁
舎
で
、「
幼
保
一
体
化
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
」
の
第
7
回
会
合
が
開
催
さ
れ
全

日
私
幼
連
か
ら
は
入
谷
幸
二
政
策
委
員
長

が
出
席
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
幼
保
一

体
給
付
の
具
体
的
制
度
設
計
に
つ
い
て

（
案
）
が
上
程
さ
れ
、
契
約
方
式
、
給
付

の
内
容
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

幼
保
一
体
給
付
に
つ
い
て
は
、
３
歳
以

上
児
に
つ
い
て
は
、
標
準
的
な
教
育
時

間
、
長
時
間
の
保
育
に
応
じ
て
幼
児
教
育

給
付
・
保
育
給
付
が
支
給
さ
れ
、
３
歳
未

満
児
に
つ
い
て
は
保
育
給
付
さ
れ
る
こ
と

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
契
約
方
式
に
つ
い
て

は
、
保
育
の
必
要
性
の
認
定
基
準
を
国
が

定
め
、
市
町
村
に
お
い
て
給
付
を
行
な
う

制
度
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
日
向
座
長
は
、
具
体
的
な
制
度
設
計

に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
無
視
し
、
前
回
の
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会
議
で
提
案
さ
れ
た
制
度
設
計
に
つ
い

て
、
０
〜
２
歳
児
の
み
を
行
な
う
施
設
を

保
育
所
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
再
検
討
す
る
よ
う
個
人
的
見
解
を

述
べ
、
０
〜
２
歳
児
の
教
育
を
学
校
教
育

法
に
位
置
づ
け
る
の
が
無
理
な
ら
ば
、
こ

ど
も
園
法
案
を
学
校
教
育
法
・
児
童
福
祉

法
を
超
え
る
法
律
に
位
置
づ
け
て
で
も
、

０
〜
２
歳
児
の
教
育
を
法
的
に
位
置
づ
け

制
度
化
す
る
こ
と
に
終
始
こ
だ
わ
っ
た
恣

意
的
な
運
営
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
法
に
定
義
さ
れ
て
い
る
満
３

歳
児
か
ら
の
幼
児
教
育
に
対
す
る
定
義
を

変
更
し
、
０
歳
か
ら
位
置
づ
け
る
こ
と
に

つ
い
て
、
無
藤
副
座
長
は
、
こ
の
委
員
会

で
議
論
で
き
る
レ
ベ
ル
を
超
え
た
問
題
で

あ
る
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
さ
れ
ま
し
た

が
、
座
長
は
あ
と
数
回
会
議
を
継
続
す
る

こ
と
を
指
示
さ
れ
ま
し
た
。
応
諾
義
務
に

つ
い
て
は
、
特
別
な
支
援
を
要
す
る
子
ど

も
に
つ
い
て
は
議
論
さ
れ
ま
し
た
が
、
深

い
議
論
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ま
た
、

公
定
価
格
に
つ
い
て
も
上
乗
せ
分
を
無
制

限
に
す
る
こ
と
で
な
く
一
定
の
範
囲
内
で

行
な
う
こ
と
、
希
望
者
に
説
明
す
る
案
が

議
論
さ
れ
ま
し
た
。

 
中
教
審
総
会
開
か
れ
る

　

2
月
25
日
、
東
京
都
内
で
中
央
教
育
審

議
会
の
第
75
回
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

 

◎
今
後
の
会
合
日
程

▼
4
月
27
日
／
常
任
理
事
会
（
東
京
・
私

学
会
館
）
▼
5
月
10
日
／
理
事
会
（
東
京
・

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
）
▼
5
月
11
日
／

㈶
評
議
員
会
（
東
京
・
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市

ヶ
谷
）
▼
5
月
11
日
㈶
理
事
会
／
（
東
京
・

私
学
会
館
）▼
5
月
25
日
／
定
時
総
会（
東

京
・
私
学
会
館
）
▼
8
月
20
・
21
日
／
㈶

幼
児
教
育
実
践
学
会
（
東
京
・
東
京
家
政

大
学
）
▼
10
月
24
・
25
日
／
設
置
者
園
長

全
国
研
修
大
会
（
熊
本
県
・
熊
本
市
）

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1222222

20
代
、
30
代
の
女
性
た
ち
に
増
え
て
い

る
子
宮
頸
が
ん
。
女
性
な
ら
だ
れ
で
も
か

か
る
可
能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。
幼
稚
園

児
の
お
母
さ
ん
は
ま
さ
に
要
注
意
の
年
代

と
い
え
ま
す
が
、
家
事
・
育
児
に
忙
し
く
、

自
分
の
健
康
を
後
回
し
に
し
が
ち
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
征
圧
を
め
ざ
す
専
門
家
会

議
で
は
、
検
診
と
ワ
ク
チ
ン
で
子
宮
頸
が

ん
が
予
防
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
５
月
８
日
の
母
の
日
に
向
け

て
「
子
宮
頸
が
ん
予
防
・
母
の
日
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
。
内
容
は
、
子
宮
頸
が

ん
予
防
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
の
「
母
の
日

あ
り
が
と
う
カ
ー
ド
」
に
子
ど
も
た
ち
に

塗
り
絵
を
し
て
も
ら
い
、
お
母
さ
ん
に
手

渡
し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
。
ま
だ
字
の

書
け
な
い
子
ど
も
た
ち
で
も
お
母
さ
ん
に

「
検
診
を
受
け
て
ね
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
カ
ー
ド
を
、
ご
希
望
の
幼
稚
園
に

無
料
で
配
布
い
た
し
ま
す
。
園
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
希
望
枚
数
を
ご
記
入
の

上
、
E
メ
ー
ル
（cczeropro@

ellesnet.
co.jp

）
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
３-

５
５
６
５-

４
９
１
４
）
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
先

着
１
０
０
０
園
様
に
、
４
月
25
日
（
水
）

ま
で
に
カ
ー
ド
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
はhttp://w

w
w
.cczeropro.jp/

子
宮
頸
が
ん
征
圧
を
め
ざ
す
専
門
家
会
議

（
☎
０
３-

３
５
４
６-
２
５
２
１
）

子
ど
も
と
家
族
の
た
め
に
頑
張
る
マ
マ
に

「
母
の
日
あ
り
が
と
う
カ
ー
ド
」
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

今
総
会
は
第
6
期
の
中
教
審
の
初
会
合

で
、
会
長
に
三
村
明
夫
・
新
日
本
製
鐵
代

表
取
締
役
会
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
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●資料：幼保一体給付（仮称）の具体的制度設計について（案）／第 7回幼保一体化ワーキングチーム資料
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あ
な
た
の
実
践
研
究
や
園
の
保
育
を

ポ
ス
タ
ー
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

。

。

。
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文
部
科
学
省
だ
よ
り

　

国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課
程
研
究

セ
ン
タ
ー
で
は
、
教
育
課
程
の
基
準
及
び

各
学
校
に
お
け
る
指
導
方
法
等
の
改
善
充

実
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
研
究

指
定
校
に
よ
る
実
践
的
な
調
査
研
究
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
幼
稚
園
を
対
象
と
し
た

指
定
校
事
業
に
は
、「
学
力
の
把
握
に
関

す
る
研
究
指
定
校
事
業
」、「
教
育
課
程
研

究
指
定
校
事
業
」
及
び
「
地
域
等
の
課
題

に
応
じ
た
教
育
課
程
研
究
事
業
（
幼
・
小

連
携
教
育
実
践
研
究
）」
が
あ
り
ま
す
。

★　
　
　
　

★

１　

学
力
の
把
握
に
関
す
る
研
究
指
定
校

事
業
に
つ
い
て

　

本
事
業
は
、
学
習
指
導
要
領
や
幼
稚
園

教
育
要
領
に
定
め
る
目
標
や
ね
ら
い
の
実

現
状
況
等
に
つ
い
て
実
践
的
な
調
査
研
究

を
行
い
、
学
校
に
お
け
る
評
価
及
び
指
導

の
改
善
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

幼
稚
園
の
研
究
主
題
は
、「
幼
稚
園
教

育
要
領
に
定
め
る
ね
ら
い
の
実
現
状
況
の

把
握
に
関
す
る
調
査
研
究
」（
平
成
20
・

21･
22
年
度
指
定
）
で
あ
り
、
年
間
２
回

の
観
察
調
査
の
実
施
及
び
読
み
と
り
表
の

作
成
を
通
し
て
幼
児
の
成
長
を
把
握
し
、

教
育
課
程
、
指
導
内
容
、
指
導
方
法
等
の

実
際
に
つ
い
て
ま
と
め
な
が
ら
、
幼
稚
園

教
育
要
領
に
定
め
る
ね
ら
い
の
実
現
状
況

を
調
査
し
ま
す
。

２　

教
育
課
程
研
究
指
定
校
事
業
に
つ
い

て
　

本
事
業
は
、
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学

校
・
高
等
学
校
及
び
中
等
教
育
学
校
に
お

け
る
教
育
課
程
及
び
指
導
方
法
等
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
学
校

教
育
の
改
善
充
実
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
に
関
す
る
研
究
主
題
及
び
目
的

等
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

【
研
究
主
題
】

○
思
考
力
の
芽
生
え
を
養
う
教
育
を
お
こ

な
う
た
め
の
教
育
課
程
に
つ
い
て
の
研
究

（
平
成
21･

22
年
度
）

　
「
思
考
力
の
芽
生
え
」
は
幼
児
期
に
幼

児
が
周
囲
の
環
境
に
主
体
的
に
か
か
わ
り

直
接
的
・
具
体
的
な
体
験
を
十
分
に
す
る

こ
と
を
通
し
て
は
ぐ
く
ま
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
一
人
一
人
の
興
味
や
関
心
を
生
か

し
つ
つ
、
友
達
と
と
も
に
試
し
た
り
、
工

夫
し
た
り
し
て
周
囲
の
環
境
に
対
す
る
新

た
な
見
方
や
考
え
方
が
う
ま
れ
る
よ
う
な

援
助
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

本
事
業
で
は
、
幼
児
の
発
達
の
過
程
を

踏
ま
え
、
興
味
や
関
心
を
広
げ
た
り
、
深

め
た
り
し
な
が
ら
、
自
分
な
り
に
考
え
る

力
を
は
ぐ
く
む
た
め
の
教
育
課
程
の
編
成

及
び
指
導
方
法
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行

っ
て
い
ま
す
。

３　

地
域
等
の
課
題
に
応
じ
た
教
育
課
程

研
究
事
業
に
つ
い
て
「
幼
・
小
連
携
教
育

実
践
研
究
」
に
つ
い
て

  

本
事
業
は
、
地
域
に
お
け
る
幼
稚
園
と

小
学
校
と
の
間
で
連
携
を
図
っ
た
教
育
課

程
編
成
や
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
実

国
立
教
育
政
策
研
究
所
に
お
け
る

幼
稚
園
教
育
関
係
事
業
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践
的
な
研
究
を
行
い
、
幼
・
小
連
携
教
育

の
推
進
及
び
教
育
課
程
の
基
準
の
改
善
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
に
関
す
る
研
究
主
題
及
び
目
的

等
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
幼
稚
園
教
育
と
小
学
校
教
育
と
の
接
続

に
配
慮
し
た
教
育
課
程
の
編
成

○
発
達
の
連
続
性
を
確
保
す
る
た
め
の
指

導
内
容
や
方
法
の
工
夫
改
善
（
平
成
22
・

23
年
度
）

　

平
成
22
年
度
、
新
し
く
５
つ
の
地
域
内

の
幼
稚
園
と
小
学
校
が
連
携
し
、
幼
稚
園

教
育
と
小
学
校
教
育
と
の
円
滑
な
接
続
の

た
め
、
幼
児
期
か
ら
児
童
期
へ
の
発
達
の

連
続
性
を
踏
ま
え
た
教
育
課
程
の
在
り
方

や
指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善
及
び
協
力
体

制
の
整
備
等
に
つ
い
て
の
実
践
研
究
を
行

っ
て
い
ま
す
。

４　

国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課
程
研

究
セ
ン
タ
ー
関
係
指
定
事
業
研
究
協
議
会

に
つ
い
て

  

指
定
校
事
業
に
お
け
る
研
究
成
果
の
普

及
を
図
る
た
め
、
本
協
議
会
を
指
定
校
・

指
定
校
以
外
の
教
育
関
係
者
に
も
公
開
し

て
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
平
成

23
年
１
月
25
日
（
火
）
文
部
科
学
省
及
び

航
空
会
館
に
於
い
て
「
教
育
課
程
研
究
指

定
校
事
業
」
及
び
「
学
力
の
把
握
に
関
す

る
研
究
指
定
校
事
業
」
の
実
践
発
表
会
を

行
い
ま
し
た
。

５　

研
究
指
定
校
の
研
究
報
告
に
つ
い
て

　

最
近
の
指
定
校
事
業
に
関
す
る
研
究
成

果
等
に
つ
い
て
は
、
国
立
教
育
政
策
研
究

所
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.nier.go.jp/kaihatsu/

shiteikou.htm
l 

（
幼
児
教
育
課
）
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３
月
半
ば
の
卒
園
式
、
式
を
終
え
た
私

は
園
長
室
で
ア
ル
バ
ム
を
拡
げ
、
巣
立
っ

て
い
く
成
長
し
た
年
長
児
の
写
真
と
一
言

コ
メ
ン
ト
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。
ほ
ぼ
全

員
が
「
○
ち
ゃ
ん
と
遊
ん
だ
こ
と
」「
△

ち
ゃ
ん
と
仲
良
し
に
な
っ
た
こ
と
」な
ど
、

先
程
の
卒
園
式
で
の
一
口
報
告
と
ほ
ぼ
同

じ
、
楽
し
い
思
い
出
を
写
真
の
下
に
記
し

て
い
ま
し
た
。そ
し
て
一
枚
め
く
っ
た
時
、

突
然
私
の
胸
が
キ
ュ
ン
と
し
、
涙
が
出
そ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
ミ
キ
ち

ゃ
ん
の
処
に
、
さ
っ
き
の
卒
園
式
に
も
う

一
つ
付
け
加
え
た
彼
女
の
気
持
ち
が
刻
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
わ
た
し
は
ピ
ョ
コ
タ
ン
が
死
ん
だ
と

き
悲
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
ピ
ョ
コ
タ
ン

と
会
え
て
良
か
っ
た
で
す
」

　
「
で
も
」
か
ら
の
二
行
目
が
突
然
私
の

胸
を
打
っ
た
の
で
し
た
。

附
属
幼
稚
園
の
あ
る
長
岡
市
は
、
12
月

に
入
る
と
も
う
冷
た
い
み
ぞ
れ
の
季
節
で

す
。
秋
の
終
わ
り
頃
に
附
属
小
学
校
か
ら

も
ら
っ
た
子
う
さ
ぎ
は
、
ピ
ョ
コ
タ
ン
と

名
付
け
ら
れ
て
元
気
に
育
っ
て
い
ま
し

た
。
園
に
来
た
当
初
は
子
ど
も
た
ち
の
人

気
者
で
、
格
好
の
遊
び
相
手
で
し
た
。
し

か
し
毎
日
の
お
し
っ
こ
や
ウ
ン
チ
の
始
末

や
、
男
の
子
な
ど
は
、
う
さ
ぎ
が
一
番
嫌

が
る
両
耳
を
乱
暴
に
つ
か
ん
で
持
ち
上
げ

て
は
暴
れ
る
脚
に
ひ
っ
か
か
れ
た
り
し

て
、
い
つ
の
間
に
か
誰
も
相
手
を
し
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
た
っ
た
一
人
、

ク
ラ
ス
で
一
番
お
と
な
し
い
ミ
キ
ち
ゃ
ん

だ
け
が
、
ピ
ョ
コ
タ
ン
の
専
門
世
話
係
で

遊
び
相
手
で
す
。

と
て
も
内
向
的
な
ミ
キ
ち
ゃ
ん
は
、
目

立
ち
過
ぎ
る
ほ
ど
の
お
と
な
し
さ
で
、
も

う
す
ぐ
小
学
校
に
進
学
す
る
の
に
と
、
先

生
た
ち
の
心
配
種
の
一
つ
で
し
た
。
同
じ

よ
う
に
お
と
な
し
い
何
人
か
と
ま
ま
ご
と

を
し
て
い
る
時
も
、
そ
こ
に
元
気
の
い
い

子
が
「
入
―
れ
て
」
な
ど
と
や
っ
て
来
る

と
、
い
つ
の
間
に
か
遊
び
の
輪
か
ら
外
に

出
て
、
黙
っ
て
立
っ
て
見
て
い
る
と
い
う

具
合
で
す
。

あ
る
時
、
そ
ん
な
ミ
キ
ち
ゃ
ん
の
大
き

な
嬉
し
い
変
化
に
先
生
た
ち
が
気
づ
き
ま

す
。
だ
れ
も
興
味
を
示
さ
な
く
な
っ
た
ピ

ョ
コ
タ
ン
を
、
ミ
キ
ち
ゃ
ん
は
一
人
占
め

で
き
ま
し
た
。
ピ
ョ
コ
タ
ン
相
手
に
誰
に

遠
慮
も
な
く
、「
ま
た
こ
ん
な
と
こ
で
ウ

ン
チ
し
て
」「
こ
っ
ち
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

「
ま
あ
ま
あ
ピ
ョ
コ
タ
ン
た
ら
」
な
ど
と

言
葉
を
出
し
て
い
る
う
ち
に
、
他
の
子
ど

も
た
ち
と
も
自
然
に
普
通
に
お
し
ゃ
べ
り

し
て
い
た
の
で
す
。

12
月
半
ば
、
土
日
連
休
の
後
の
月
曜

朝
、
担
任
が
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
中
に
入
れ

な
い
で
お
い
た
ピ
ョ
コ
タ
ン
の
家
が
、
み

ぞ
れ
混
じ
り
の
横
な
ぐ
り
の
雨
に
さ
ら
さ

れ
、
子
ウ
サ
ギ
は
冷
た
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
大
騒
ぎ
を
す
る
子
ど
も
た
ち
。
大
声

で
泣
き
じ
ゃ
く
る
子
、
暖
め
れ
ば
い
い
と

ス
ト
ー
ブ
の
傍
に
持
っ
て
行
く
子
、
人
参

を
口
に
入
れ
よ
う
と
す
る
子
、
小
学
校
に

対
策
を
訊
き
に
い
く
子
、
ピ
ョ
コ
タ
ン
が

死
ん
だ
と
は
し
ゃ
ぐ
よ
う
に
ふ
れ
ま
わ
る

子
・
・
・
。
ミ
キ
ち
ゃ
ん
は
た
だ
黙
っ
て

立
ち
す
く
ん
で
い
ま
し
た
。

ピ
ョ
コ
タ
ン
は
庭
の
隅
に
埋
め
ら
れ
、

ミ
キ
ち
ゃ
ん
は
黙
っ
て
手
を
合
わ
せ
て
い

ま
し
た
。
一
粒
の
涙
が
ほ
っ
ぺ
た
に
あ
る

の
を
見
て
、
責
任
を
強
く
感
じ
た
担
任
は

本
当
に
切
な
か
っ
た
と
言
っ
て
き
ま
し

た
。
ピ
ョ
コ
タ
ン
の
埋
葬
が
終
わ
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
何
事
も
無
か
っ
た
よ
う
に

駆
け
回
り
遊
ん
で
い
ま
す
。
大
声
で
泣
い

た
リ
ー
ダ
ー
格
の
女
の
子
も
見
事
に
元
に

変
身
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
ミ
キ
ち
ゃ

ん
は
毎
日
お
墓
に
手
を
合
わ
せ
、「
先
生

も
お
参
り
し
て
る
？
」
と
訊
か
れ
て
担
任

は
辛
く
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

僅
か
二
ヶ
月
ほ
ど
の
ピ
ョ
コ
タ
ン
と
の

出
会
い
で
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
幼
児
は
、

子
ウ
サ
ギ
を
珍
し
い
仕
掛
け
お
も
ち
ゃ
の

よ
う
に
し
て
乱
暴
に
遊
び
、
死
ん
だ
時
は

「
そ
う
す
る
も
の
だ
」
と
墓
を
作
っ
て
埋

め
、
そ
れ
で
一
件
落
着
で
す
。
そ
れ
が
普

通
の
自
然
な
子
ど
も
の
姿
な
の
で
し
ょ
う
。

で
も
ミ
キ
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
ピ
ョ
コ
タ

ン
は
パ
ー
ト
ナ
ー
で
し
た
。
そ
の
子
ウ
サ

ギ
は
、
大
切
な
も
の
を
突
然
奪
わ
れ
る
理

不
尽
さ
が
ま
だ
よ
く
理
解
で
き
な
い
、
し

か
し
い
の
ち
を
愛
す
る
こ
と
を
知
っ
た
一

人
の
幼
児
に
、
天
か
ら
届
け
ら
れ
た
贈
り

物
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
、
忘
れ
難
い
三
月

の
記
憶
で
す
。 

　
（
つ
づ
く
）

12

一
つ
の
い
の
ち
、
ま
た
は
三
月
の
記
憶

新潟大学名誉教授
間藤　侑
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平
成
23
年
度
予
算
が
編
成
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
１
月
６
日
に
、
宮
私
幼
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
役
員
、宮
私
幼
振
興
対
策
協
議
会
、

宮
私
幼
常
任
理
事
23
名
が
村
井
嘉
浩
宮
城

県
知
事
に
陳
情
を
行
な
い
ま
し
た
。「
平

成
23
年
度
私
立
幼
稚
園
に
対
す
る
補
助
金

等
に
関
す
る
陳
情
書
」
の
内
容
は
例
年
と

変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
政
権
交
代
に
よ
る
幼

保
一
体
化
政
策
も
あ
り
、
い
つ
に
な
く
真

剣
な
陳
情
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
要
旨
は
、

１
，
各
幼
稚
園
に
対
す
る
運
営
費
補
助
金

は
、
今
後
と
も
国
が
示
す
額
ま
で
増
額

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
，
宮
城
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会
の
退
職

手
当
金
給
付
事
業
に
係
わ
る
補
助
金

を
、
せ
め
て
私
立
高
校
並
み
の
設
置
者

掛
金
の
２
分
の
１
相
当
額
（
１
０
０
０

分
の
32
）
ま
で
引
き
上
げ
て
い
た
だ
き

た
い
。

３
，
私
立
幼
稚
園
に
対
す
る
子
育
て
支
援

活
動
に
係
わ
る
補
助
制
度
を
新
設
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
認
定
こ
ど
も

園
の
促
進
の
た
め
に
も
特
段
の
配
慮
を

お
願
い
し
た
い
。

の
要
望
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

宮
私
幼
理
事
長
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら
趣

旨
説
明
、
特
に
宮
城
県
の
私
立
幼
稚
園
へ

の
平
成
22
年
度
運
営
費
補
助
が
全
国
41
位

で
あ
る
実
情
を
述
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目

が
達
成
で
き
る
よ
う
に
訴
え
ま
し
た
。

　

知
事
か
ら
は
国
の
予
算
は
不
明
で
は
あ

る
が
、
宮
城
県
議
会
で
も
同
趣
旨
の
請
願

を
全
会
一
致
で
採
択
し
て
お
り
、
非
常
に

重
い
も
の
で
あ
る
の
で
、
県
の
財
政
は
厳

し
い
が
、
で
き
る
か
ぎ
り
善
処
し
た
い
と

の
ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

宮
私
幼
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・
副
会
長
が
宮
城

県
議
会
議
員
で
も
あ
り
、
お
母
さ
ん
代
表

３
名
と
力
強
い
ち
び
っ
子
の
応
援
を
得
て

の
陳
情
と
な
り
ま
し
た
。　

（
宮
城
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会
広
報
委
員

長
・
多
賀
城
市
・
八
幡
花
園
幼
稚
園
／
鎌

田
俊
昭
）

認
定
こ
ど
も
園
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
３
年

経
ち
ま
し
た
。
高
知
県
で
は
現
在
12
園
が

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
幼
稚
園

型
が
８
園
で
、
４
月
か
ら
は
も
う
１
園
増

え
、
私
立
幼
稚
園
30
園
の
う
ち
９
園
が
認

定
こ
ど
も
園
に
な
り
ま
す
。
本
県
は
保
育

所
王
国
と
い
わ
れ
、22
年
４
月
１
日
現
在
、

学
齢
前
の
児
童
数
３
４
４
６
４
人
に
対
し

て
保
育
所
入
所
児
童
数
１
９
１
６
５
人
、

幼
稚
園
在
園
児
数
４
４
０
３
人
、
認
可
外

保
育
施
設
入
所
児
童
数
１
７
０
２
人
、
家

庭
で
の
保
育
児
童
９
１
９
４
人
と
、
圧
倒

的
に
保
育
所
入
所
児
が
多
い
県
で
す
。

特
に
高
知
市
に
は
戦
後
よ
り
こ
れ
ま
で

ず
っ
と
公
立
幼
稚
園
が
１
園
も
な
く
、
幼

児
は
す
べ
て
保
育
所
で
受
け
入
れ
て
き
ま

し
た
。
県
民
所
得
も
低
く
、
共
稼
ぎ
家
庭

も
多
い
関
係
も
あ
っ
て
、
幼
児
即
保
育
所

と
い
う
の
が
本
県
の
現
状
で
、
こ
こ
15
年

ほ
ど
私
立
幼
稚
園
の
園
児
は
減
り
続
け
、

景
気
の
低
迷
も
あ
っ
て
、
共
稼
ぎ
家
庭
は

ま
す
ま
す
増
え
、
保
育
所
指
向
が
進
ん
で

お
り
、
私
立
幼
稚
園
は
危
機
的
状
況
に
あ

り
ま
す
。現
在
30
園
あ
る
私
立
幼
稚
園
も
、

23
年
度
か
ら
１
園
廃
園
の
た
め
29
園
に
な

り
ま
す
。

私
立
幼
稚
園
は
全
園
が
預
か
り
保
育
を

実
施
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県
の

職
員
な
ど
に
聞
い
て
み
て
も
、「
共
働
き

家
庭
に
は
保
育
所
し
か
選
択
肢
が
な
い
と

思
っ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
両

親
が
働
い
て
い
る
家
庭
で
も
幼
稚
園
へ
入

れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
い
か
に
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
か
が
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
で

す
。
実
際
の
と
こ
ろ
３
歳
以
下
も
対
象
と

し
て
考
え
な
く
て
は
生
き
残
れ
な
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
本
県
は
特
に
認
定
こ
ど
も

園
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、
考
え
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
児
期
の
教
育
の
重
要
性
を
社

会
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
課

題
で
あ
り
、「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
運
動
と
と
も
に
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
高
知
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会
会
長
、
高

知
市
・
若
草
幼
稚
園
／
岡
林
通
俊
）

知
事
へ
の
陳
情

幼
稚
園
の
Ｐ
Ｒ
が
課
題

　
　

宮
城
県
か
ら
の
お
た
よ
り

宮城県メモ
面積：7,285.75ｋ㎡
県花：ミヤギノハギ
県木：ケヤキ
県鳥：ガン　
県獣：シカ

　
　

高
知
県
か
ら
の
お
た
よ
り

高知県メモ
面積：7,105.15ｋ㎡
県鳥：ヤイロチョウ
県花：ヤマモモ
県魚：カツオ
県木：ヤナセスギ
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今
春
よ
り
、
自
ら
が
理
事
長
を
務
め
る

社
会
福
祉
法
人
で
幼
稚
園
を
開
設
し
ま

す
。
学
校
法
人
の
保
育
所
は
今
で
こ
そ
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
会
福
祉
法
人
の

幼
稚
園
は
、
北
海
道
で
は
初
の
ケ
ー
ス
で

す
。
従
来
、
幼
稚
園
は
学
校
法
人
立
の
み

で
の
認
可
で
し
た
が
、
幼
保
連
携
型
の
認

定
こ
ど
も
園
で
社
会
福
祉
法
人
で
も
認
可

で
き
る
仕
組
み
に
な
り
ま
し
た
◆
し
か

し
、
今
ま
で
前
例
が
な
か
っ
た
為
、
事
務

部
分
で
苦
労
し
ま
し
た
。
学
校
法
人
立
の

幼
稚
園
・
保
育
所
を
問
わ
ず
職
員
は
、
全

員
私
学
共
済
に
加
入
で
き
ま
す
が
、
社
会

福
祉
法
人
立
の
保
育
所
部
分
の
職
員
は
社

会
保
険
、
幼
稚
園
部
分
の
職
員
は
私
学
共

済
へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
、
幼
稚
園

か
ら
保
育
所
へ
、
逆
の
場
合
も
異
動
す
る

際
の
手
続
き
が
煩
雑
に
な
り
、
各
々
に
掛

け
金
も
変
わ
る
の
で
、
当
然
実
支
給
も
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
社
会
福
祉
法
人
会
計
に

則
っ
て
の
予
算
書
・
決
算
書
で
も
違
和
感

を
感
じ
ま
す
。退
職
金
制
度
へ
の
加
入
等
、

整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

が
山
積
で
す
。

 

（
調
査
広
報
委
員
・
前
田
元
照
）
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